　第25回　自治体学会大会 研究発表セッション応募規程　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年５月24日現在
１．応募資格
　自治体学会の個人会員、団体会員とします。会員ではない方は、大会での発表が内定した時点（８月下旬に通知）で、入会手続きを行ってください。共同発表者の方も全員、会員になっていただきます。
２．内　容
　自治体学にかかわる分野の研究および実践報告を求めます。
　
３．発　表
発表内定者は、当日配布の大会プログラムに掲載する「発表要旨」を、９月上旬に提出して下さい。発表は、10月９日の大会会場（法政大学市ヶ谷キャンパス）で、公開で行っていただきます。1件あたりの発表時間は、約25分（発表15分＋質疑応答10分）を予定しています。パワーポイントが利用できます。会場参加者に対する追加資料の配布などは、会場責任者に了解を取った上で、発表者の責任で行ってください。（主催者側では印刷は行いません）
４．報告概要及び研究・実践報告の執筆
発表者全員に、当日の質疑も踏まえた報告概要を執筆していただき、大会報告書（冊子）に掲載します。締切や字数については調整中ですが、11月中旬締切、A４判で１／３頁程度になる見込みです。
また、発表をもとに、研究・実践報告（図表や脚注も含め概ね15,000字以内）を執筆することもできます。この報告は、簡単な審査（誤字や体裁のチェック、査読ではありません）を経て、学会HPからアクセスできる「大会研究発表オンライン報告集」に掲載されます。
５．スケジュール
発表のエントリー（５月下旬～８月20日）
　　　形式（ダウンロード）　　　※応募多数の場合等は選考を行い、結果を通知します
発表要旨の提出（９月上旬締切）
　　　　　A４で１頁程度　　　　　　※当日配布の大会プログラムに掲載されます
発表当日（10月９日）　　　　　　
報告概要の執筆（11月中旬締切）　　　※大会報告書（冊子）に掲載します
　　　　　A４で１／３頁程度
研究・実践報告の執筆（12月末日締切）　
希望者のみ。8,000～15,000字程度
※学会HPからアクセスできるオンライン報告集に掲載されます
６．その他
　今年度の研究発表セッションの運営は、総務活性部会と企画部会が連携して行います。
●この研究発表セッションとは別に、学会誌『年報自治体学』でも公募論文を募集しています。
８月末にエントリー締切、９月末に完成原稿の提出です。こちらの担当は編集部会です。
